
61 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  調査結果：小学生から高校生等の子どもの保護者 
 

本章では、調査２（小学生から高校生等の子どもの保護者を対象とした調査）の結果を示す。 
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 回答者 

 

 調査回答者 

 

 

 配偶者の有無 

 

 

回答対象者：配偶者がいない人 

 配偶者無しの内訳 

 

 

 年齢 

 
  

人数 割合(%)
母親 296 67.6

父親 140 32.0

その他 2 0.5

合計 438 100.0

人数 割合(%)
いる 366 83.6

いない 72 16.4

合計 438 100.0

人数 割合(%)
離婚 63 87.5

死別 6 8.3

未婚 2 2.8

その他 1 1.4

合計 72 100.0

人数 割合(%)
20歳代 3 0.7

30歳代 54 12.4

40歳代 259 59.4

50歳代 111 25.5

60歳代以上 9 2.1

合計 436 100.0

 調査回答者は、母親が 67.6％、父親が 32.0％となっている。 

 配偶者は「いる」が 83.6％となっている。 

 回答者の年齢は、40歳代の割合が 59.4％で最も高く、次いで 50歳代が 25.5％、30歳代が 12.4％と

なっている。 
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 小諸市の居住年数 

 

 

 居住地区 

 

 

  

人数 割合(%)
1年未満 5 1.1

1～3年未満 9 2.1

3～5年未満 5 1.1

5～10年未満 38 8.7

10～30年未満 223 51.3

30年以上 155 35.6

合計 435 100.0

人数 割合(%)
野岸小学校区 64 14.7

坂の上小学校区 63 14.5

水明小学校区 69 15.9

美南ガ丘小学校区 136 31.3

東小学校区 88 20.2

千曲小学校区 14 3.2

不明 1 0.2

合計 435 100.0

 小諸市の居住年数は、10～30年未満の割合が 51.3％で最も高い。10年以上居住している人は、86.9％

となっている。 



64 

 

 子どもとその家族の状況 

 

 あて名の子どもの年齢 

 

 

 あて名の子どもの性別 

 

 

 子どもの人数 

 
 

 子どもの年齢内訳 

 

人数 割合(%)
6歳 29 6.7

7歳 35 8.1

8歳 29 6.7

9歳 34 7.9

10歳 36 8.3

11歳 42 9.7

12歳 39 9.0

13歳 28 6.5

14歳 34 7.9

15歳 36 8.3

16歳 42 9.7

17歳 36 8.3

18歳 12 2.8

合計 432 100.0

人数 割合(%)
男児 221 51.0

女児 212 49.0

合計 433 100.0

人数 割合(%)
1人 111 25.3

2人 213 48.6

3人 96 21.9

4人 15 3.4

5人 3 0.7

合計 438 100.0

1人 2人 3人 4人 合計
就学前児童 5 0 0 0 5
小学校低学年（1～3年生） 99 8 0 0 107
小学校高学年（4～6年生） 157 12 0 0 169
中学生 165 27 0 0 192
高校生・高専生 173 8 1 0 182
短大生・専門学校生・
大学生・大学院生

72 7 0 0 79

 あて名の子どもの年齢は、11歳と 16歳の割合が最も高く 9.7％である。 

 あて名の子どもの性別は、男子が 51.0％、女子が 49.0％である。 

 子どもの人数は、「２人」の割合が 48.6％で最も高く、次いで「１人」が 25.3％、「３人」が 21.9％

である。 
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 同居者（複数回答） 

 

 

 同居人数 

 

  

人数 割合(%)
父親 366 83.2
母親 421 95.7
祖父 66 15.0
祖母 95 21.6
おじ 6 1.4
おば 2 0.5
きょうだい 254 57.7
その他 5 1.1

いない 3 0.7

回答者数 440

人数 割合(%)

1人 3 0.7

2人 23 5.4

3人 122 28.7

4人 151 35.5

5人 81 19.1

6人 38 8.9

7人 3 0.7

8人 4 0.9

合計 425 100.0

 同居者では母親の割合が 95.7％と最も高く、次いで父親が 83.2％である。きょうだいが同居してい

る割合は 57.7％である。 

 同居人数は、「４人」の割合が 35.5％で最も高く、次いで「３人」が 28.7％、「５人」が 19.1％で

ある。 
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 子育てを主に行っている人 

 
 

 父親の最終学歴 

 

 

 母親の最終学歴 

 

 

  

人数 割合(%)
父母ともに 238 54.5

主に母親 179 41.0

主に父親 13 3.0

主に祖父母 6 1.4

その他 1 0.2

合計 437 100.0

人数 割合(%)
中学（中学部）まで 18 4.4

高校（高等部）まで 119 28.9

短大・高専・専門学校
（専攻科）まで

115 27.9

大学またはそれ以上 139 33.7

回答したくない・いない・
わからない

21 5.1

合計 412 100.0

人数 割合(%)
中学（中学部）まで 11 2.6

高校（高等部）まで 119 27.7

短大・高専・専門学校
（専攻科）まで

193 44.9

大学またはそれ以上 90 20.9

回答したくない・いない・
わからない

17 4.0

合計 430 100.0

 子育てを主に行っている人は、「父母ともに」の割合が 54.5％で最も高く、次いで「主に母親」が

41.0％である。「主に父親」は 3.0％となっている。 

 父親の最終学歴は、「大学またはそれ以上」の割合が 33.7％で最も高い。 

 母親の最終学歴は、「短大・高専・専門学校（専攻科）まで」の割合が 44.9％で最も高い。 
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 父母の年収 

 

  

 父親の年収は、「450～500万円未満」と「500～600万円未満」の割合が、ともに 14.7％で高い。 

 母親の年収は、「50～100 万円未満」の割合が 15.8％で最も高く、次いで「100～150 万円未満」が

15.3％である。 
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 暮らしにゆとりがあるか 

 
 

 

 負担が大きい支出（複数回答） 

 

  

人数 割合(%)
大変ゆとりがある 1 0.2

ゆとりがある 28 6.4

ふつう 195 44.3

苦しい 159 36.1

大変苦しい 57 13.0

合計 440 100.0

人数 割合(%)
食費 334 75.7
衣類などの身の回りの物の費用 81 18.4
光熱水費 229 51.9
家賃や住居にかかる費用 180 40.8
医療費 22 5.0
授業料や教材費などの学校等にかかる費用 123 27.9
学校の部活にかかる費用 31 7.0
学習塾や習い事など学校以外の教育等にかかる費用 142 32.2
趣味やレジャー等の遊興費 16 3.6
その他 33 7.5
負担が大きいと感じるものはない 3 0.7

回答者数 441

 暮らしにゆとりがあるかを尋ねると、最も割合が高い回答は「ふつう」で 44.3％となった。「苦し

い」は 36.1％、「大変苦しい」は 13.0％で、合わせると 49.1％を占めている。 

 負担が大きい支出については、「食費」と答えた人の割合が 75.7％で最も高く、次いで「光熱水費」

が 51.9％、「家賃や住居にかかる費用」が 40.8％である。 
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 日常で子どもを預けられる人（複数回答） 

 

 

 

 

 緊急時に子どもを預けられる人（複数回答） 

 

  

人数 割合(%)

祖父母などの親族 307 69.9

友人・知人 32 7.3
ご近所 11 2.5
その他 8 1.8
いない 119 27.1

回答者数 439

人数 割合(%)

祖父母などの親族 351 80.1

友人・知人 50 11.4

ご近所 19 4.3
その他 3 0.7
いない 73 16.7

回答者数 438

 子どもを預けられる人としては、「祖父母などの親族」の割合が、日常では 69.9％、緊急時では 80.1％

で、ともに最も高い。 

 「いない」と答えた人は、日常では 27.1％、緊急時では 16.7％となっている。 
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 子育てをするうえで悩みや不安があるか 

 
 

回答対象者：「ある」または「ときどきある」と回答した人 

 悩みや不安の内容（複数回答） 

 

人数 割合(%)
ある 140 33.3

ときどきある 163 38.7

あまりない 97 23.0

ない 17 4.0

わからない 4 1.0

合計 421 100.0

人数 割合(%)

病気や発育・発達に関すること 105 34.7

食事や栄養に関すること 51 16.8

子育てのことがよくわからないこと 20 6.6

子どもとの接し方に自信がもてないこと 45 14.9

子どもと過ごす時間が十分とれないこと 82 27.1

子どもの教育に関すること（進学や就職等を含む） 207 68.3

子どもの友だちづきあい
（いじめ等を含む）に関すること

91 30.0

子どもの登校拒否、不登校などの課題 38 12.5

子育てに関して配偶者・パートナーの
協力がないこと

27 8.9

配偶者・パートナーと子育てに関して
意見が合わないこと

26 8.6

自分の子育てについて、親族・近隣の人・
職場などまわりの見る目が気になること

12 4.0

子育てに関して話し相手や相談相手がいないこと 19 6.3

仕事や自分のやりたいこと、夫婦で楽しむことなど
自分の時間がとれないこと

51 16.8

配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる
人がいないこと

19 6.3

子育てのストレス等から、子どもに手をあげたり、
叱りすぎたり、世話をしなかったりしてしまうこと

22 7.3

子育てによる身体の疲れが大きいこと 25 8.3

子育てにかかる出費がかさむこと 113 37.3

子育てが大変なことを身近な人が
理解してくれないこと

11 3.6

その他 9 3.0

回答者数 303

 子育てをするうえで悩みや不安が「ある」、「ときどきある」と答えた人は合わせて 72.0％であっ

た。 

 内容としては「子どもの教育に関すること」が 68.3％で最多であった。 
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 気軽に相談できる人がいるか 

 

 

回答対象者：「いる」と回答した人 

 相談相手（複数回答） 

 

 

 気軽に相談できる場所があるか 

 

 

回答対象者：「ある」と回答した人 

 相談場所（複数回答） 

 

 

  

人数 割合(%)
いる 378 86.1

いない 61 13.9

合計 439 100.0

人数 割合(%)
配偶者 251 66.6
祖父母などの親族 235 62.3
友人や知人 222 58.9
近所の人 26 6.9
学校の先生 66 17.5
民生委員･児童委員 3 0.8
かかりつけの医師 31 8.2
その他 10 2.7

回答者数 377

人数 割合(%)
ある 187 42.7

ない 251 57.3

合計 438 100.0

人数 割合(%)

学校 140 77.3

こども家庭センター（こども
家庭支援課・健康づくり課）

20 11.0

子育て支援施設
（こもロッジ、児童館）

16 8.8

かかりつけの病院 49 27.1

民間の子育て支援団体・
ＮＰＯなど

6 3.3

その他 20 11.0

回答者数 181

 子育てをするうえで、気軽に相談できる人が「いる」と答えた人は 86.1％、「いない」は 13.9％で

ある。 

 相談相手は「配偶者」の割合が最も高く 66.6％、「祖父母などの親族」が 62.3％、「友人や知人」

が 58.9％である。 

 子育てをするうえで、気軽に相談できる場所が「ある」と答えた人の割合は 42.7％、「ない」は 57.3％

である。相談場所として「学校」を挙げた人は 77.3％である。 
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 地域に期待すること（複数回答） 

 

 

 子育て支援施設・事業の利用状況 

 

 子育て支援事業の認知度・利用状況・利用意向 

 

  

人数 割合(%)

子どもに気軽にあいさつやおしゃべりをしてくれる 208 47.6

子どもがいたずらや危険なことをしたときに
注意や報告をしてくれる

206 47.1

通園・通学時に安全を確保してくれる 260 59.5

子どもにスポーツや遊びなどの指導をしてくれる 118 27.0

緊急時に子どもを一時的に預かってくれる 86 19.7

子育てについて気軽に相談やアドバイス、
情報交換をしてくれる

74 16.9

関わってほしくない 13 3.0

その他 8 1.8

特にない 46 10.5

回答者数 437

知っている
（%）

利用した
(%)

今後
利用したい

(%)
保健センター（健康づくり課）の
情報・相談事業

62.7 22.4 10.2

家庭教育に関する学級・講座 24.0 2.9 11.5

就学相談（学校教育課） 30.1 5.9 13.8

教育支援センター・教育相談 33.5 5.0 12.9

こども家庭センター（こども家庭
支援課こども相談係）

33.5 5.0 10.4
(n=442)

 地域に期待することとしては、「通園・通学時に安全を確保してくれる」が最も高く 59.5％、次いで

「子どもに気軽にあいさつやおしゃべりをしてくれる」が 47.6％、「子どもがいたずらや危険なこ

とをしたときに注意や報告をしてくれる」が 47.1％である。 

 子育て支援事業の認知度と利用状況では「保健センターの情報・相談事業」が最多で、認知度が 62.7％、

利用状況が 22.4％である。 

 それ以外の選択肢では、利用状況が 10％を下回っており、今後の利用意向が現在の利用状況よりも高

くなっている。 
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 子どもが病気などになった時 

 

 病気等で学校に通えなかった経験の有無 

 

 

回答対象者：「あった」と回答した人 

 この１年間に行った対処方法（複数回答） 

 

 

 

回答対象者：「父親が休んだ」と回答した人 

 父親が休んだ日数 

 

 

 

回答対象者：「母親が休んだ」と回答した人 

 母親が休んだ日数 

 

  

人数 割合(%)
あった 79 78.2

なかった 22 21.8

合計 101 100.0

人数 割合(%)
父親が休んだ 32 40.5
母親が休んだ 65 82.3
（同居者を含む）親族・知人
にみてもらった

29 36.7

父親もしくは母親のうち、就
労していない方がお子さんを
みた

7 8.9

仕方なくお子さんだけで留守
番をさせた

9 11.4

その他 1 1.3

回答者数 79

人数 割合(%)

5日未満 22 68.8

5日以上10日未満 8 25.0

10日以上15日未満 1 3.1

15日以上 1 3.1

合計 32 100.0

人数 割合(%)

5日未満 21 33.9

5日以上10日未満 21 33.9

10日以上15日未満 13 21.0

15日以上 7 11.3

合計 62 100.0

 子どもが病気等で学校に通えなかった経験が「あった」と答えた人は 78.2％である。 

 その際の対処方法としては、「母親が休んだ」と答えた人が 82.3％と最多で、そのうち、５日以上休

んだ人が 66.2％である。 

 「父親が休んだ」と答えた人は 40.5％で、その日数は「５日未満」が 68.8％で最多である。 
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回答対象者：「親族・知人にみてもらった」と回答した人 

 （同居者を含む）親族・知人にみてもらった日数 

 

 

 

回答対象者：「父親もしくは母親のうち、就労していない方がお子さんをみた」と回答した人  

 父親もしくは母親のうち、就労していない方がお子さんをみた日数 

 

 

 

回答対象者：「仕方なくお子さんだけで留守番をさせた」と回答した人 

 仕方なくお子さんだけで留守番をさせた日数 

 

 

回答対象者：父親または母親が休んだ人 

 病児保育のための保護施設等の利用意向 

 

 

回答対象者：利用を希望する人 

 病児保育のための保護施設等の利用希望日数 

 

人数 割合(%)

5日未満 13 48.1

5日以上10日未満 10 37.0

10日以上15日未満 3 11.1

15日以上 1 3.7

合計 27 100.0

人数 割合(%)

5日未満 3 50.0

5日以上10日未満 0 0.0

10日以上15日未満 2 33.3

15日以上 1 16.7

合計 6 100.0

人数 割合(%)

5日未満 6 66.7

5日以上10日未満 3 33.3

10日以上15日未満 0 0.0

15日以上 0 0.0

合計 9 100.0

人数 割合(%)
利用したいと思った 15 22.1

利用したいと思わなかった 53 77.9

合計 68 100.0

人数 割合(%)
1日 1 7.1

2日 1 7.1

3日 3 21.4

5日 7 50.0

7日 1 7.1

20日 1 7.1

合計 14 100.0

 父親または母親が休んだ人に、病児・病後児のための保育施設等の利用意向を聞くと、「利用したい

と思った」と答えた人は 22.1％であった。 

 利用を希望する人に、利用希望日数を尋ねると、「５日」と答えた人が 50.0％で最多であった。 
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 放課後や自由時間の過ごし方 

回答対象者：あて名の子どもが小学校低学年の人 

 

 平日の放課後の場所・事業の利用意向（低学年の間） 

 

 

 平日の放課後の場所・事業の利用希望日数（低学年の間） 

 

 

回答対象者：放課後児童クラブ（学童保育）の利用を希望する人 

 利用終了希望時刻 

 

  

1日
(人)

2日
(人)

3日
(人)

4日
(人)

5日
(人)

平均
(日)

自宅 7 13 13 3 11 1.7
祖父母宅や友人・知人宅 5 1 4 2 3 0.5
習い事 22 9 6 0 0 0.7
児童館 3 13 4 6 12 1.5
放課後児童クラブ（学童保育） 1 2 2 5 3 0.6
ファミリーサポートセンター 0 0 0 0 0 0.0
その他 0 0 0 0 0 0.0

人数 割合(%)

16時台 1 6.7

17時台 4 26.7

18時台 6 40.0

19時台 4 26.7

合計 15 100.0

 平日の放課後の過ごし方について、「低学年の間」と「高学年になったら」の利用意向を比較すると、

「児童館」や「放課後児童クラブ」と答えた人の割合は低学年の方が高く、「自宅」や「習い事」は

高学年の方が高い。 

 放課後児童クラブは、低学年・高学年どちらも「18時台」まで希望する人が多い。 
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 平日の放課後の場所・事業の利用意向（高学年になったら） 

 

 

 平日の放課後の場所・事業の利用希望日数（高学年になったら） 

 

 

回答対象者：放課後児童クラブ（学童保育）の利用を希望する人 

 放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望時刻 

 

  

1日
(人)

2日
(人)

3日
(人)

4日
(人)

5日
(人)

平均
(日)

自宅 4 7 3 5 9 2.3
祖父母宅や友人・知人宅 5 1 3 0 1 0.5
習い事 12 10 3 0 0 1.0
児童館 2 4 1 0 2 0.6
放課後児童クラブ（学童保育） 0 2 3 0 1 0.5
ファミリーサポートセンター 0 0 0 0 0 0.0
その他 2 0 1 0 0 0.1

人数 割合(%)

16時台 0 0.0

17時台 2 33.3

18時台 3 50.0

19時台 1 16.7

合計 6 100.0
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■平日以外の放課後児童クラブ（学童保育）の利用希望 

 

 土曜日 

 

 利用希望 

 

 

 

回答対象者：利用を希望する人 

 利用開始希望時刻 

 

 

 利用終了希望時刻 

 

  

人数 割合(%)
低学年（１～３年生）の
間は利用したい

8 8.2

高学年（４～６年生）に
なっても利用したい

7 7.2

今のところ利用する
考えはない

82 84.5

合計 97 100.0

人数 割合(%)

7時台 7 46.7

8時台 4 26.7

9時台 3 20.0

15時台 1 6.7

合計 15 100.0

人数 割合(%)

13時台 2 13.3

14時台 0 0.0

15時台 2 13.3

16時台 0 0.0

17時台 2 13.3

18時台 8 53.3

19時台 1 6.7

合計 15 100.0

 土曜日に放課後児童クラブの利用を希望する人は 15.4％である。 

 利用開始希望時刻は、「７時台」と答えた人の割合が、46.7％で最も高い。 

 利用終了希望時刻は、「18時台」と答えた人の割合が、53.3％で最も高い。 
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 日曜日・祝日 

 

 利用希望 

 

 

 

回答対象者：利用を希望する人 

 利用開始希望時刻 

 

 

 利用終了希望時刻 

 

  

人数 割合(%)
低学年（１～３年生）の
間は利用したい

4 4.3

高学年（４～６年生）に
なっても利用したい

1 1.1

今のところ利用する
考えはない

89 94.7

合計 94 100.0

人数 割合(%)

7時台 3 60.0

8時台 1 20.0

9時台 1 20.0

合計 5 100.0

人数 割合(%)

17時台 1 20.0

18時台 3 60.0

19時台 1 20.0

合計 5 100.0

 日曜日・祝日に放課後児童クラブの利用を希望する人は 5.4％である。 

 利用開始希望時刻は、「７時台」と答えた人の割合が、60.0％で最も高い。 

 利用終了希望時刻は、「18時台」と答えた人の割合が、60.0％で最も高い。 
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 長期休暇期間中（夏休み・冬休み） 

 

 利用希望 

 

 

 

回答対象者：利用を希望する人 

 利用開始希望時刻 

 

 

 利用終了希望時刻 

 
 

  

人数 割合(%)
低学年（１～３年生）の
間は利用したい

25 25.0

高学年（４～６年生）に
なっても利用したい

17 17.0

今のところ利用する
考えはない

58 58.0

合計 100 100.0

人数 割合(%)

7時台 11 26.2

8時台 22 52.4

9時台 8 19.0

10時台 1 2.4

合計 42 100.0

人数 割合(%)

15時台 3 7.1

16時台 4 9.5

17時台 7 16.7

18時台 25 59.5

19時台 3 7.1

合計 42 100.0

 長期休暇期間中に放課後児童クラブの利用を希望する人は 42.0％である。 

 利用開始希望時刻は、「８時台」と答えた人の割合が、52.4％で最も高い。 

 利用終了希望時刻は、「18時台」と答えた人の割合が、59.5％で最も高い。 
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 母親の就労の状況 

 

 

 就労状況 

 

 

 

 

回答対象者：フルタイムで就労している人（休職中含む） 

 就労形態 

 

  

人数 割合(%)
フルタイムで就労しており、
育休・介護休職中ではない

215 50.9

フルタイムで就労している
が、育休・介護休職中である

1 0.2

パート・アルバイトなどで就
労しており、育休・介護休職
中ではない

159 37.7

パート・アルバイトなどで就
労しているが、育休・介護休
職中である

1 0.2

以前は就労していたが、現在
は就労していない

42 10.0

これまで就労したことがない 4 0.9

合計 422 100.0

人数 割合(%)
正社員・正規職員 163 78.0

嘱託・契約社員等 22 10.5

自営業 24 11.5

合計 209 100.0

 母親がフルタイムで就労している割合は 51.1％、パート・アルバイトなどで就労している割合は 37.9％

である（それぞれ休職中を含む）。 

 フルタイムで就労している人の内訳を見ると、「正社員・正規職員」が 78.0％で最多である。 
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回答対象者：就労中の人（休職中含む） 

 １週あたりの就労日数 

 

 

 １日あたりの就労時間 

 

  

人数 割合(%)

1日 1 0.3

2日 4 1.1

3日 12 3.3

4日 42 11.6

5日 260 71.8

6日 40 11.0

7日 3 0.8

合計 362 100.0

人数 割合(%)

5時間未満 38 10.5

5時間以上8時間未満 149 41.0

8時間以上10時間未満 156 43.0

10時間以上 20 5.5

合計 363 100.0

 就労中の人の１週あたりの就労日数は、「５日」の割合が 71.8％で最も高く、次いで「４日」が 11.6％、

「６日」が 11.0％である。 

 １日あたりの就労時間は、「８時間以上 10時間未満」の割合が 43.0％で最も高く、次いで「５時間

以上８時間未満」が 41.0％である。 
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 家を出る時間 

 

 

 帰宅時間 

 

 

 

 土曜日の就労の有無 

 

 

 

 日曜日の就労の有無 

 

  

人数 割合(%)

3時台～5時台 2 0.6

6時台 10 2.8

7時台 140 38.9

8時台 151 41.9

9時台 35 9.7

10時台～12時台 13 3.6

13時台～15時台 3 0.8

16時台～18時台 2 0.6

19時台～21時台 0 0.0

22時台～24時台 4 1.1

合計 360 100.0

人数 割合(%)

5時台～12時台 12 3.4

13時台～14時台 22 6.2

15時台 37 10.4

16時台 41 11.5

17時台 67 18.8

18時台 120 33.7

19時台 42 11.8

20時台～21時台 12 3.4

22時台～24時台 3 0.8

合計 356 100.0

人数 割合(%)
就労あり 178 48.8

就労なし 187 51.2

合計 365 100.0

人数 割合(%)
就労あり 112 30.7

就労なし 253 69.3

合計 365 100.0

 家を出る時間は、「８時台」の割合が最も高く 41.9％、次いで「７時台」で 38.9％である。 

 帰宅時間は、「18時台」の割合が最も高く 33.7％で、次いで「17時台」が 18.8％である。 

 土曜日に就労している人は 48.8％、日曜日に就労している人は 30.7％である。 
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回答対象者：パート・アルバイト等で就労している人 

 フルタイムへの転換希望 

 

 

回答対象者：現在就労していない人 

 就労への希望 

 

 

回答対象者：「一番下の子どもが○歳になったころには就労したい」と回答した人 

 就労時の末子の年齢の希望 

 
  

人数 割合(%)
フルタイムへの転換希望があ
り、実現できる見込みがある

9 5.9

フルタイムへの転換希望があ
るが、実現できる見込みはな
い

34 22.2

パート・アルバイトなどの継
続を希望している

106 69.3

パート・アルバイトなどをや
めて、子育てや家事に専念し
たい

4 2.6

合計 153 100.0

人数 割合(%)
就労の予定はない 24 54.5

１年より先、もしくは一番下
の子どもが○歳になったころ
には就労したい

8 18.2

すぐにでも、もしくは１年以
内に就労したい

12 27.3

合計 44 100.0

人数 割合(%)

8歳 1 14.3

13歳 1 14.3

18歳 2 28.6

19歳 1 14.3

20歳 2 28.6

合計 7 100.0

 パート・アルバイト等で就労している人のうち、そのままの就労形態を希望している人は 69.3％であ

る。 

 一方、フルタイムへの転換希望がある人は 28.1％で、そのうち 5.9％は希望を叶えられる見込みがあ

る。 

 現在就労していない人のうち、就労の予定がない人は 54.5％である。 

 一方、すぐにでも、または１年以内に就労したい人は 27.3％、１年より先もしくは一番下の子どもが

一定年齢以上になってから就労したい人は 18.2％である。 
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回答対象者：就労希望がある人 

 希望する就労形態 

 

 

 

 1週あたりの希望就労日数 

 

 

 

 1日あたりの希望就労時間 

 
 

  

人数 割合(%)
フルタイム 3 17.6

パート・アルバイト 14 82.4

合計 17 100.0

人数 割合(%)

3日 2 13.3

4日 6 40.0

5日 7 46.7

合計 15 100

人数 割合(%)

4時間 4 26.7

5時間 4 26.7

6時間 4 26.7

7時間 0 0.0

8時間 3 20.0

合計 15 100.0

 現在就労していない人のうち、就労の希望がある人に働き方の意向を尋ねたところ、就労形態では「パ

ート・アルバイト」の割合が 82.4％で最も高かった。 

 １週あたりの希望就労日数は「５日」の割合が 46.7％で最も高かった。 

 １日あたりの希望就労時間は「４時間」、「５時間」、「６時間」の割合がそれぞれ 26.7％である。 
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 父親の就労状況 

 

 就労状況 

 
 

 

回答対象者：フルタイムで就労している人（休職中含む） 

 就労形態 

 

 

回答対象者：就労中の人（休職中含む） 

 １週あたりの就労日数 

 

 

 １日あたりの就労時間 

 

  

人数 割合(%)
フルタイムで就労しており、
育休・介護休職中ではない

361 97.8

パート・アルバイトなどで就
労しており、育休・介護休職
中ではない

5 1.4

以前は就労していたが、現在
は就労していない

3 0.8

合計 369 100.0

人数 割合(%)
正社員・正規職員 284 83.0

嘱託・契約社員等 5 1.5

自営業 53 15.5

合計 342 100.0

人数 割合(%)

1日 0 0.0

2日 0 0.0

3日 1 0.3

4日 5 1.4

5日 248 71.3

6日 84 24.1

7日 10 2.9

合計 348 100.0

人数 割合(%)

5時間未満 3 0.9

5時間以上8時間未満 32 9.2

8時間以上10時間未満 220 63.2

10時間以上 93 26.7

合計 348 100.0

 父親がフルタイムで就労している割合は 97.8％である。 

 フルタイムで就労している人の内訳を見ると、「正社員・正規職員」が 83.0％で最多である。 

 就労中の人の１週あたりの就労日数は、「５日」が 71.3％、「６日」が 24.1％である。 

 １日あたりの就労時間は、「８時間以上 10時間未満」が 63.2％、「10時間以上」が 26.7％である。 
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 家を出る時間 

 

 

 帰宅時間 

 

 

 

 土曜日の就労の有無 

 

 

 

 日曜日の就労の有無 

 

  

人数 割合(%)

1時台～2時台 5 1.5

3時台～5時台 14 4.1

6時台 57 16.6

7時台 174 50.7

8時台 72 21.0

9時台 6 1.7

10時台～12時台 5 1.5

13時台～15時台 5 1.5

16時台～18時台 3 0.9

19時台～21時台 1 0.3

22時台～24時台 1 0.3

合計 343 100.0

人数 割合(%)

1時台～12時台 12 3.5

13時台～16時台 9 2.6

17時台 37 10.8

18時台 117 34.1

19時台 79 23.0

20時台～21時台 68 19.8

22時台～24時台 21 6.1

合計 343 100.0

人数 割合(%)
就労あり 201 56.6

就労なし 154 43.4

合計 355 100.0

人数 割合(%)
就労あり 121 34.1

就労なし 234 65.9

合計 355 100.0

 家を出る時間は、「７時台」が 50.7％で最も高く、次いで「８時台」が 21.0％である。 

 帰宅時間は、「18時台」が 34.1％で最も高く、次いで「19時台」が 23.0％、「20～21時台」が 19.8％

である。 

 土曜日に就労している人は 56.6％、日曜日に就労している人は 34.1％である。 
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回答対象者：パート・アルバイト等で就労している人 

 フルタイムへの転換希望 

 

 

 

回答対象者：現在就労していない人 

 就労への希望 

 

 

 

回答対象者：就労希望がある人 

 希望する就労形態 

 

 

 1週あたりの希望就労日数 

 

 

 1日あたりの希望就労時間 

 

  

人数 割合(%)
フルタイムへの転換希望があ
るが、実現できる見込みはな
い

1 20.0

パート・アルバイトなどの継
続を希望している

4 80.0

合計 5 100.0

人数 割合(%)
就労の予定はない 1 33.3

すぐにでも、もしくは１年以
内に就労したい

2 66.7

合計 3 100.0

人数 割合(%)
フルタイム 1 100.0

合計 1 100.0

人数 割合(%)

4日 1 50.0

5日 1 50.0

合計 2 100.0

人数 割合(%)

5時間 1 50.0

8時間 1 50.0

合計 2 100.0

 パート・アルバイト等で就労している人のうち、そのままの就労形態を希望している人は 80.0％であ

る。 

 一方、フルタイムへの転換希望がある人は 20.0％である。 

 現在就労していない人のうち、就労の予定がない人は 33.3％である。一方、すぐにでも、または１年

以内に就労したい人は 66.7％である。 
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 ヤングケアラー 

 

 「ヤングケアラー」という言葉の認知度 

 

 

 

 ヤングケアラーへの想定される対応方法 

 

  

人数 割合(%)
言葉も内容も知っている 313 71.0

言葉は聞いたことがある 54 12.2

知らない 74 16.8

合計 441 100.0

人数 割合(%)

本人に様子を聞く 197 44.7

家族・友人・知人に相談する 118 26.8

学校に相談する 120 27.2

関係機関に相談する 129 29.3

何もしない 28 6.3

わからない 109 24.7

その他 1 0.2

回答者数 441

 ヤングケアラーについて、「言葉も内容も知っている」と答えた人の割合が 71.0％と最も高く、次いで

「言葉は聞いたことがある」が 12.2％、「知らない」が 16.8％である。 

 身近にヤングケアラーと思われる人がいた場合の対応方法としては、「本人に様子を聞く」と答えた人

の割合が 44.7％で最も高い。 
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 「子どもの権利」 

 

 子どもからの意見や要望を取り入れるように意識しているか 

 

 

 

 「子どもの権利」の認知度 

 

 

 

  

人数 割合(%)

常にしている 233 53.0

ときどきしている 179 40.7

あまりしていない 26 5.9

まったくしたことがない 2 0.5

合計 440 100.0

人数 割合(%)
名前も内容も知っている 181 41.4

名前は知っているが内容は知
らない

182 41.6

知らない 74 16.9

合計 437 100.0

 子どもからの意見や要望を取り入れるように意識しているかを尋ねると、「常にしている」と答えた

人の割合が 53.0％と最も高く、次いで「ときどきしている」が 40.7％である。 

 「子どもの権利」については、「名前は知っているが内容は知らない」と「名前も内容も知っている」

がそれぞれ４割強で、「知らない」が２割弱である 
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 子育て全般 

 

 小諸市における子育て環境・支援への満足度 

 

 

 自由記述欄に多く見られた要望 

ひとり親家庭への支援 ・所得制限の緩和など支援の充実 

医療費 ・子どもの医療費の無償化 

給食費 ・無償化 

児童館 ・利用枠の拡大 

・延長利用時の利用料の低減 

放課後児童クラブ ・長期休暇中の配食 

・利用料の支払い方法の簡素化 

不登校児の支援 ・教育支援センター以外の居場所への支援 

発達支援 ・放課後デイサービス提供施設の増設 

中高生の放課後の居場

所 

・中高生が利用しやすい居場所の確保 

通学・交通 ・スクールバスの充実 

・通学路の整備 

学校・地域の活動への

保護者の参加 

・活動内容の見直しによる負担軽減 

・手続き等の簡素化 

相談体制 ・自発的な相談が困難な家庭の様子を周囲がすくいあげ、支援につなげられる

体制づくり 

子育て支援情報 ・子育て支援情報の集約化、わかりやすい発信 

・子どもの年齢に合わせた情報の「プッシュ型」通知 

  

人数 割合(%)
低い 66 15.0

やや低い 90 20.5

普通 239 54.4

やや高い 32 7.3

高い 12 2.7

合計 439 100.0

 小諸市における子育ての環境や支援の満足度は、「普通」の割合が 54.4％で最も高い。 

 「低い」は 15.0％、「やや低い」は 20.5％で、合わせると 35.5％である。 

 子育ての環境や支援に関する自由記述では、様々な要望が見られた。 
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 属性等によるクロス集計結果 

 

 気軽に相談できる人がいるか／場所があるか（配偶者の有無別） 

 

 

 

 負担が大きい支出（子どもの年齢別） 

 

 配偶者の有無別に、気軽に相談できる人や場所の有無をみると、配偶者がいない人の方が、配偶者が

いる人に比べて、相談相手や相談場所がない場合が多くなっている。 

 子どもの年齢別に負担が大きい支出をみると、いずれの場合も「食費」の割合が最も高い。 

 「家賃や住居にかかる費用」は、６～９歳の子どもの保護者では食費に次いで割合が高いが、子ども

の年齢が上がるにつれて低くなっている。 

 逆に、「授業料や教材費などの学校等にかかる費用」の割合は、子どもの年齢が上がるにつれて高く

なっている。 
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 子育てをするうえで感じる悩みや不安の内容（子どもの年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもの年齢別に、子育てをするうえで感じる悩みや不安の内容をみると、いずれの年齢でも最も割

合が高いのは「子どもの教育に関すること」である。 

 子どもの年齢が小さいほど割合が高いのは、「病気や発育・発達に関すること」や「子どもと過ごす

時間が十分とれないこと」、「食事や栄養に関すること」などである。 

 逆に子どもの年齢が大きいほど割合が高いのは、「子どもの教育に関すること」などである。 


